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＜共同研究 21＞ 

研究題名： Pig-aアッセイ共同研究 

研究目的： Pig-a アッセイは MMS 研究会会員の三浦大志郎博士が米国 NCTR FDA との共同研究を通じて 2008 年に開発した新規の in 

vivo 突然変異試験である．末梢血中の赤血球を評価対象とし，内在性遺伝子である Pig-a を遺伝毒性試験の標的遺伝子として

フローサイトメトリー法を用いて得られた Pig-a変異体細胞（GPIアンカータンパク陰性細胞）の出現頻度を元に，化学物質暴

露による in vivo突然変異誘発性を評価する．微量の末梢血を評価対象とすることから，他の毒性試験に用いられる個体で遺伝

毒性を同時評価することが可能であり，動物福祉 3Rの精神を考慮した試験法である．本共同研究は，ラット末梢血を用いる全

赤血球を標的とした Pig-a アッセイ及び網状赤血球に特化した PIGRET 法について技術共有化し，共同研究成果を論文化して

国際的に広く公表することを目的として開始された． 

研究期間： 2012年～実施中 

研究成果： 試験法の技術共有化は国立衛研が中心となり，合計 16機関が参画した．まず全赤血球を標的とした Pig-aアッセイ及び PIGRET

法について参加機関での試験機関差検証を行い，十分な技術共有化が達成できていることを確認した．続いて日本で開発された

PIGRET法の有用性について検証した．実際に遺伝毒性物質・非遺伝毒性物質からなる 24化合物についてラットに単回投与し

た後，経日的に末梢血を採取して Pig-a 変異体頻度を評価した結果，PIGRET 法は全赤血球を標的とした Pig-a アッセイより

も早期に Pig-a変異頻度の増加を検出可能であることを立証した．以上の検討成果はMutation Research誌（Volume 811, 15 

November 2016）にMMS研究会による Pig-aアッセイ/ PIGRET法に関する特集号として収載されている．Pig-aアッセイに

ついては現在 OECD 試験ガイドライン化に向けた取り組みが米国を中心に進められている．試験ガイドライン化にあたっては

本共同研究成果も大きく寄与しており，MMS研究会会員からワーキンググループにも参画中である． 
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